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エクス力一シヨン議内記

(札幌近士I~ 班)

近郊コースは郊外のすがすがしい空気を吸って、 2 日間にわたるうす暗し"会場乏~ø教諭ですっか

り消耗した精気をとりもどし、スカツとすワヤカな気分で、帰ってもらなうという計画をかねての

見学旅行である。委加者は案内係を含めて 37名で、前日の雨もあがった快よい天候に恵まれ七

8時干皮テレ'ピ塔下を道東班とともに出発し、まず北点試を見学。庁舎、ファイトトロシでは

グ建物がよくなると仕事は進まなくなる Hなどのjg口がでる。草地センターで道東班と手を振っ

て別れ、雪印種首へ。近郊班は道路のよいところばかりを通る関係上、北海道のYロパン道路も

経験してもらうために裏街道を経由。三浦場長の案内で育種、原極l組、栽地試験凶、ホノレ極制ゴ読

の肉用肥育試験などを見学。みどとに生育したアlレフアノレフアに感嘆したり、ボシキシの大きさ

i子縫いたりで、ポンキンの前では記念撮泌が盛んであった。アイスクリーム、トクキピのさし入

れにいたく感激しながら宮北牧場へO 宮北牧場はアパーデインアンガス秘主体の牧場であるが若

い経営者から入:1誼後 7年で大牧場に発展した経過を同くうちに道外の人には新開地北海道との印

象がつよく成ったようである。

支î7J ib~でj事前山のけむりをみながらコップ一杯のビーノレとチップ井の昼食をとり記念硲影した

のち早来へ。まず竹田牧場を見学。共進会で数多くの低待貨をとったすばらしい牛をみながら、

不毛の地といわれた火山灰地に入植して以来の苦労話をきいていると不捺不屈の開拓魂とは ζの.

ことかとつよい感銘をI受する。老牛 1頭から出発した金川牧場でも同様で、搾りた之の4乎しとパタ

'一付イモを味わいながら予定時間をかなり1オーバーするまで話がはずんだ。

金川牧場で、見学はすべて終わり帰路につ〈。学会疲れの仮眠をとるうちほほ予定通り 6時 30 

1分テレヒ。塔下iこ到着、次開i大会でのいj会を約して解散した。

今回の見学旅行で見学先の場長、雄官主の方々から歓待を受け、多忙中のところ長時間にわた

って非常に熱心に、辺美切ていねいな説明を受けたことを案内係として心から感謝する次第である。

なな、旅行中のスナップ、記念写真は後日多加者全員に郵送した。
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